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根掛かり釣り具問題が表面化へ? トラクター連絡機構代表

平汚形9年11月2日、滋賀県大津市で開かれた各府県水産担当

官近畿瀬戸内海ブロック会議のあと開かれた意見交換会で話

題になったことは、根掛かり疑似饉の問題でした。タコジグ

などタコ釣りの疑似餌、アオリイカ、ヨウイ

カメJりの疑似釘、タチウオのテンヤ、それに

サビキ11掛けと撒き倉耳カゴなどが定置網、タ

テアミなどに引つかかり、それが原因で漁業

作業員が1準我をするというケースが激増して

いるというのです。

なかでもタコは第一種漁業権の魚種に

指定されています。

現在のところ、岸辺や防波堤

などからタコを釣ることは

古来の漁村地域住民の1賞例的な
｀
あそび、として漁業権の侵害としてとがめだてしない、と

いう認識で受忍の範囲内事項として扱われてきました。いわ

ば黙認されてきたわけです。

しかしこうも1凝我の数が増えると、中には態度を硬化させ

て釣り禁止にする漁協が出てくる可台圏生があり、それを木然

に防ぐ対策はないかという意見が幾つかの県から出されてい

ました。

イカエギについても同じような意見が出ていましたが、ア

オリイカの場合は漁業権魚種に該当するわけではないので当

面的隆が発動される可能性はないと思われま丸

しかし第一種共同漁業権侵常と、漁港の防波堤の管理を組

み合わせた形で漁港波止に 「立ち入り禁止」問題が生じる可

能性はあるわけですぅ

試みに私たちの身近にある泉南の岬ゴルフ場裏などにシケ

あとに鍋千すると、特にアオリイカ、タチウオ、ハマチ、サ

ゴシとルアー釣り対象魚が大阪湾に多く回遊した昨年など、

波で根掛かりから外れて打ち上げられたルアー、エギなどの

数の想像外の多さに驚くほかありませ仏

若いダJり人たちに海のルアー釣りが猛烈な勢いで拡がつてい

る事実と考えあオラせて、この現実を観察すると愕然とせざる

を得ませ/c/_

根掛かりでルアTを 失いたくないのはだれしt)のこと、要

大Fj F府釣リインス

宋日 仁成

は根掛かりしたルアーを回収でき

るだけの強度を持つたラインを用

意することでルアーの亡失の半数

は防ぐことができるのではないか

と思つたりもするわけです。私た

ち
｀
公認釣リインストラクター、の役割は漁業関連法規の遵

守と知識の普及それに釣りの未来に向けての指導及び、それ

に関するボランティア活動の実施が二本の大きな柱になって

いまf_

JOFI大阪の皆さまには、この柱の後者の部分で多大のご協

力を頂いており、また多忙をきわめておられることも承知じ

ており、感謝するばかりです。

しかし、もう一方の柱である漁業法規の普及のかたわら釣

りの自由を守るための調整という部分にも、改めて関心を注

いで頂きたく翔頼い申し上げる次第です。

F`成30年は、大阪で ｀
釣リインストラクター、の資格講習

と調験が実施されます。私たちの志を継ぐ若手釣リインスト

ラクター養成のため、機会あるごとに周辺の若い世代のお知

り合いに、この制度の存在意義と参加への試みを周知頂くよ

うお願い申し上げまえ

ず
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雲 釣 り人に、健全なレクリエーションとして、ある垂

重いはエコロジカルスポーツとしての釣 りと、釣 り場垂

墓をとりまく水産資源の保護、自然環境保全の知識を雲

垂普及させ、営Jり技術と合わせ、釣 り場での安全確保、垂

≡釣 り場でのルールマナーなどの指導をおこな うこと≡

垂を日的とした活動のための公認資格ですc     重

垂   釣 リインストラクターの資格認定は、    垂

垂 一 般社固法人 全日本釣 り団体協議会が行います 喜

雲    http://www.zenturi一 jof二.or.jp/。     雲

重 大 阪府釣インストラクター連絡機構  妻
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泉南市秋嚇境業化運動男邸レ鋤 教室側 )

昨年は台風接近で中止となった、泉南市男EF川河日環

境美化運動河ロハゼ釣 り教室が、9月3日(日)開催され、

私達インス トラクターも早朝の薄暗い中、竿とリールの

セットなど事前準備。今年は子供達の参加が昨年より少

なく36名、保護者30名・スタンフ12名・」OFIインス トラ

クター15名を含め総勢93名で開催。

主催者側から当日のプログラムや 「河日の保護生物を

傷めない事」などの説明後、例年同様海岸のゴミ清掃か

ら開始。8時開会、主催者の挨拶の後、JOFI大阪中島 ・

石)|1会員が釣り教室。内容は 「安全な釣 りをするための

ルールやマナー」。「危険な魚」 ・ 「河同での釣 り」 ・

「ライフジャケットの重要性」などについて15分程度講

義。その後、ライフジャケットの着用を参加者全員に実

践しもらい、一人一人の着用状況を確認後班分け、セッ

トされた釣 り竿と虫エサを持つてハゼ釣 り場所に移動c

釣 り始めには虫エサに噛 まれ大

声を出す子や触 ることができない

子がいる中で、釣 りを進めてい くう

ちに徐 々慣れ、虫エサを触れるようにな り、又、掛かつ

た魚を一生懸命 タオルで包み釣を外せ るようにな りま し

た。釣 り開始後、直ぐにマハゼが検寸受付へ持ち込まれ、

続いて魚拓の依頼。魚拓作成は主催者側か らの要望で 2

部作成 し、1部は展示用でもう1部は釣 り人が記念品とし

て持ち帰 るとの事。3人体制で臨みま したが、予想以上

に時間が必要 とな リー人1部に限定。

釣果の結果は、マハゼの部では無笹俊一君が13.0ヤ、

又野玲 さんが12.6ニ
ン
と12,3ニ

ン
で、キチヌの部は、ヤマノ

ヨウヘイ君12.7革ン、マキタ リヨさんが12.5与
ン
で した。 コ

トヒキはオオタニハルイチ若7.5ニン、シン ドウカズ ト岩

が7.51ンでした、この他

にもフグなどが釣れ皆

で楽 しく釣 りを楽 しみ

ました。最後にテン ト

前で全員記念写真を撮

り大会は事故 t)なく終

了。 (事 業部 高 木)

南港魚釣り園護岸で楽しい魚拓教室と安全学習会を開催佃29-9/10

小さなイワシからタコまで何でも魚拓にし、子供との

楽 しい一日の記念となるよう南港魚釣 り園護岸で、魚拓

教室と安全学習会を9月10日(日)に開催 しました、当日

は280名からの来園者があり大変な腋わいでした。

今回の開催は、釣 り公園管理会社から安全指導と魚拓

作成の要請があり協力実施 しました。いつく)は魚拓教室

を午前中で終了していますが、

依頼者の要望で15時まで受け

付けを行つたので、保護者 と

了・供併せて30名の参加があり、

魚拓を一緒に作成指導するイ

ンス トラクターは大変でし

親子のコミュニケーションをテーマ として9月23日

(■)昨 年と同様、大阪南港魚釣り園護岸で実施。

朝10時頃に参加者が到着、釣 りの安全とライフジャケッ

トのだ、要性を説明後、全員がライフジャケットを着用、

前年度参加 された子供が多く、初めて参加された人達の

着用を手伝ったりして、スムーズに着用。

11時過ぎからサビキ仕掛けを参加をと共に年にセットし、

釣 りを開始しましたが、何葉)釣れない状態が続いたので

召田韓串悌
〔
平成29年度 寝屋サ|1市スポーツ少年団親子ふれあい釣り大会佃29-9,2い

たが、出来上がると保護者の方に良い記念になつたと喜

んでいただきました。また、併せて実施 した安全指導で

は保護者と、安全パンフレットを見ながらライフジャケッ

トの重要性や賜れた時の繁急連絡番号の 「118」等を説

朗 しました。その他、子供達と釣れた魚を図鑑 と比べ魚

の特徴や生態の説明や、近海の渡止で釣れる危険な魚等

を話 し、これからの釣 りをより楽しくするための知識を

習得 しても

らいまめ亀

(報告 辻 )

「昼からは釣れる」と参加者に言いながら、企員で昼食

をとつてもらい時間を過ごしました。13時30分頃からぼ

ちばち釣れ始め、アジやイワシが釣れる度に参加者の歓

声が 比がり釣 りを楽しまれていました。
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特に大きなボラが掛かつた時は、全員大騒ぎ。16時45分

まで釣 りを全員堪能 し、その後清掃と後片付け、記念写

真を撮 り、笑顔で帰路のバスに向かいました。閉会式で

は保護者や子供達から楽しかつたので来年も参加 したい

※※釣りの安全確保と基本的な技術を習得するため※※

今年の釣 り章講習会では 「釣 りの安全確保と基本的な

技術を習得するため」を目釣に、9月24日(日)に、大阪

府泉南郡ltN町淡輪、岬田r立淡輪会館で開催されました。

参加された30名の日本ボーイスカウト大阪連盟のスカ

ウトを対象に9時から受付、9時30分から座学の授業を開

始 しま した。

全景が終始真剣 な受講態度

で受講 されていました。

その受講態度 も 日本 ボーイ

スカ ウ ト大阪連盟 か ら考査

員の認 定を され たイ ンス ト

ラクターが 「釣 りを理角客し

楽 しんでいるかど 「座学で積極的に行動 しているか」

「講師の話が聞けていたかJ「 回覧した用具等に果味を

持っていたか」を採点、実習では 「八の字結びは出来た

か」 「糸と糸の結び(電車結び)は出来たか」 「針 と糸を

結ぶ(外掛け結び)ことは出来たかJ「 サルカンと糸の結

びは出来たか」を確認 し、受

講後に行われる理解度テス ト

に加味 して採点 します。その

理解度テス トを全員が合格点

を上回る優秀な成績で通過さ

れたので、淡輪漁港へ移動し

15時から実釣をそ子いました。

との要望や、お礼の言葉

()ありま したが、無事に

怪我等 もなく終了 したこ

とが何 よりで した。

(報告 )|1鳴)

実釣の前に、安全の基本

である 「ライフジャケ ッ

トどを全員着用 し、清掃

作業を行い続いて実釣 を

開始 します。

しか し、〕L上で理解 して

いても実際に生きた魚 と

初めて対面するスカウ トもお り、魚のつかみ方から針の

はず し方など指導することは多くありました。

実釣でも 「釣 リマナーやルールと安全対策が実践でき

ているか」 「釣れた魚の名前を確認できるか」 「実釣後

の釣 り場清掃は積極的に実施 したかJ「 食べ方の理解度

は出来ているか」を考査員であるインス トラクターが採

点し、その結果を日本ボーイスカウト大阪連盟が精査認

定します。」OFI大阪 「釣 り検定初級認定証」は、理解度

テス トの合格者に、講評後手渡しました。

私達も楽しくチョント大変な一 日が無事に終了し、協力

できたことに喜びを感じました。

(報告 石 川)       1    ‐

平成29年度‖本ボいイスカウト大阪連盟なみはや地区釣章講習会の開催佃肘碑母

第2回JOFI大阪ファミリー波止釣り研修会(H29-11/12)

∞∞∞ 魚に見放された研修会で親睦がより深まる ∞∞00

開催 日の11月12日(嗣)は 「2週連続の台風や土曜 日の

強風で大和)||から真水が流れ込んでいたようです」また

「私達が研修会を行つた宇部波止は前 日釣果が良くても

翌 日成果を望めない等ムラの多い釣 り場だそ うです。研

修会前 日釣果の無かつたので、当日良いと確信 じ渡 して

もらつたのですが、参加 された9名に釣果を上げてもら

えず残念な思いで したJと 開催委員長中島誠一氏か ら閉

会式で挨拶があったように、大半の参加者はアタリも無

く渡 止で早朝からの半 国を遇 ごしてしまいました。

それだけ魚の個体数が少ない状況で したが、ルアーマン

の室井会長は太ソJ魚 1匹 とかまぼこ材料 (エソ2匹)で3匹

と、この様な状況の中でも竿を曲げ、 「自然を読む推察

力は流石Jと 開催委員長も感心。他には川村長老が

20c mのセイゴー匹でした。

当日学部波止先端の釣り人がセイゴ40cml匹・ハネ

46c限2匹や太刀魚の釣果があつたとのことでした。

今回の開催に甚大な配慮を頂いた夢 'Fの 倉橋船長に感

謝の念を禁じえません。有難 うございました。

(報告 事 務局)

９
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第17回バジア
'-7リー釣り大会に参力‖協,力(129-1

J麟目伊静
〔第22回やわたフィッシングスタール開催(H299/10)

晴天の9月10コ日曜 ヨに行Fわれた 「やわたフィッシン

グスクール」は、12組31名の応募があ り、 とは83歳、下

は5歳 とい う幅広い世代が集 まり、鯉釣 りを楽 しまれ ま

した。例年のとお り午前中に釣 りに関する講義を行い、

参力口者はさくら小学校体育館で 「釣 りの基本」と 「マナー

(釣りで楽 しい一 日を過ごそ う)

夏の灼熱の暑 さから解放 された、10月7日(土)淡輪 ヨッ

トハーバーで、障がいを持つ人達のバ リアフ リー釣 り大

会 (主催 :NPO法人み ・らいず)に 、安全に魚釣 りを楽

しんでいただくための支援 と、釣 り指導にインス トラク

ター9名で参加協力 しました。会場の淡輪 ヨン トハ~バ ~

は、 日常は魚釣 り禁止ですが、ご厚意でこの催 しのため

ヨッ トの出入 りの少ない面を開放 していただいています。

今年の参カロ者は、障がい者の方が19/THで昨年より倍近 く

多くな り嬉 しいことです。ボランティアとヘルパーやイ

ンス トラクター等を含めると51名で した。

釣 り方はサビキ釣 りですが、竿は短めの扱いやすい物、

リール も軽い リールを使用、また、フィッシングエイ ト

隅様か ら提供 していただいたサ どキ仕掛けは、 ‐般品よ

り針の本数が少ないので、初心者の釣 り指導や釣 り大会

などで安全に釣 りが楽 しめるよう配慮出来ました。

今年はことのほか 「アジ」 「サバ」 「ウルメイ ワシ」等

入れ食い状態が 続 き、参力日された人達は、釣 りの楽 し

やルール」 「鈴 りの仕

掛 け とエ サ作 りどや

「釣 り座」などについ

て熱心に学んでお られ

ました。午後か らは、

近 くの志水農家組合釣

り池センターに移動 し

て鯉釣 りに挑戦です。

耳

|

さを充分に楽 しんでお

られ笑顔の絶え問があ

りません。

例年のように釣れた

魚をカラ揚げにして、

合員で昼食時にいただ

きました。

魚を集める人、捌 く人、揚げる人、そ して食べる人、

その魚の美味かつたこと、揚げても揚げてもす ぐなくな

り、皆大忙 じで大喜びで した。

また、魚を釣つた人 とスタッフが力を合わせ魚拓作成。

忙 しい一 日で したが、このバ リアー フ リー釣 り大会をと

お して、私達インス

トラクター も原点に

返つて、本 当の釣 り

の楽 しさを体感 じ魅

力によ りひかれ ま し

た。

(事務局 物 部)

釣 りが初めての参加者も多くおられ、小さな釣にエサ

をうまく付ける方法や鯉の特性とアワセの時などを指導

すると、参加者は指導のとおりできるよう真剣に取 り組

んでおられました。釣 りを始めるとすぐに、40センチか

ら50センチ前後の鯉が次々と釣れ、参加者は歓声を 11げ

るな どし、釣 りの

楽 しさを体感 され

無手教室は終了 と

なりました。

(報告 太 良木)

なりました。

今年も前期と後期そ

れぞれ 3日 間の講義

を行い 「釣 りの道具

を知ろう」から始まり 「仕掛けやえさの基本」そして、

自分だけの 「手作リルアーJに り&戦し、最後はキャスティ

グの実習を市役所横の,'r原で体験 してもらいました。

6日 間で延べ小学生81名 と中学生が6名 受講され、毎

回真会どに取り組んでおられました。

【議
！一・一！紳

隆
彊
揮
伸

盆
コ
「

と
春

J田瑠親母
〔鋳,43・44回 かしわらフィッシングスクいヴレ

「自分のルアーを作り」
「家族ぐるみでマス釣 り体験」

この教室は、粕原市教

育委員会の主催で 「青

少年つ り入門講座」 と

して1年に2回、柏原市

役所別館 3階の フ ロー

ラルセンターで開催 さ

れ、今年で43・44回と

4
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9月24口(日)の実技講習会は、千早川マス釣 り場で実

施c小 学生31名と家族など含めて19名の50名が参加され

ました。当日は、天候も良くマスが皆に釣れて多くの笑

顔が見られ、また持参された弁当と手作 りの「豚汁」も

好評で、家族ぐるみで楽 しい一日を過ごしておられまし

た。 実 釣を含め7日 間の釣 り教室でしたが、子供達が

釣 りに興味 を持 つて くれ
ぽ

たこと、楽しんでくれた'ま

こと、そ して無事 に釣 り

教室が終 了出来 た こ とに

感謝 しています。

大阪南港魚釣 り園護岸で

初心者の方が楽しい釣 りを体感

平成29年度 モ)初心者 の方 に

釣 りを楽 しんでいただ くた

め、毎 日曜 日(十曜 日に変更

もあ ります)の午前 8時 か ら

12時まで、投げ釣 りの危険

性や ライフジャケ ッ トの重

要性 と竿の置き方、それぞ

れ仕掛けセ ッ ト方法など
夏休みは人が多い

を説明 しています。

また、車椅 子を使用 され る

方な どが衣園 されていますの

で、 ト ラブルを亭前に回避 し

て、安全で楽 しい釣 りができ

るよう基本的なルールとマナー

の説明 t)行つていますt

| | | 1 1 1 1 ! ―l i ! | |  | | | | | | |   ‐‐| | | | | | | | 十十1 1 + | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | 十1 1 1 1 1 1 i l l l l l l l l l l l l l l l l l l 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! | ! | | 、

と

釣りをするときはそれぞれの自己責任で行動し 雲

釣り場では必ずライフジャケットを着用しましょう 雲

釣りのマナーとルールを厳守しましょう
ゴミは必ず持ち帰りましょう

水辺の生き物や自然環境への

思いやりの心を大切にしましょう

”一，一一一，・・・”・”・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

離
し
痛

°
 議
H29年度南港魚釣り園護岸初心者支援

釣 りに興味のある方や ファ ミリー

で釣 りを行 つてみたいが、仕掛 け

な どのセ ッ ト方法が解 らないので

とちゅうちょされている皆様、私

達インス トラクターがお手伝い

しますので、おlll kしになって

話 しかけてください。

日自jは、ブルーのブルゾンを岩て背中に 「JOF1 0SA鳳」

と表示 していますが、長話し好きの人が多いので、早く

釣 りがしたいのにと思 う場合はその旨ハッキリと言って

くだ さヽヽ。釣 りの話が

出来 る人 を探 しますの

で ・・釣 りの楽 しさを

味わってみてください。

魚を通 して自然の怖 さ

と保護の大切 さや命の

大切 さを子供に教えて

ください。

(報告 事 務局)

梁浜号負サ?伊岳Fナ
釣り教

曇キ学
者
|)嶺建3怯たた

朝チ コッ ト寒い11月3日の祭 出(文化の 日)に開催 さね   ア タリも無 く、2時間が経

た 「初心者のためのヘ ラブナ釣 り教室!に JO F Iインス ト   過 s私 達だけに寒 い風が

ラクター 3名 で参加こ この釣 り教室は、FIE推進委員会   吹 いてい る気分になつて

〒:催で 十釣りは人間形成に大きく行与する」との考えで、  い ましたが、周りの参加者はヘラブナを釣りLげながら、

毎年21コJ大阪近郊で開催されています。今回は、守田市   釣 りの楽しさを体感されていました。その用の結果は、

にある世木公園市民の釣 り場で9時30分から受付、40名   3名 ともに最後までヘラブナは無反応で、その日を過ご

を超 える参力口者で開会式   す ことになって しまいました。指導 していただいた方に

が行われ ま t,た。午前 中   聞 くと、最近新 しいヘ ラブナを放流 した とのことで、な

は、ヘ ラブナ釣 りのプ ロ   か なか餌を食わないとのことで したが周 りが釣れている

による講義が簡単に行わ   の で ・・・・・・私達が釣 り教室を開催 している時に、

れ、午後か らは実釣へ、   釣 れない人の気持ちが良く解かる一 日で した。 しか し、

朝肌寒かったが10時頃か   自 然の多い公因で一 日を過 ごしたことに満足 しなが ら帰

らは、太陽の光が暑 く感   路 につきました    (報 告 田 隅)
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晴れていてもこの波
釣 りは楽 しい



釣り場調査巡回の一年
・・安全冊のない釣り場で走り回る子供の保護者へ注意喚起・・

平成29年も会員による釣 り場調査を 「常吉大橋西詰」

と 「かもめ大橋付近」で、1月4日から12月24日まで延ベ

32回実施 しました。その他、水質調査も20胸1行いました。

毎年のことながら、ライフジャケツ トの着用が非常に少

なく、注意喚起はするものの改善

の兆 しはあ りません。 小 アジや

イワシの釣れる夏体みの 日曜 日と

もなると、ファミリーの釣 り人が

多 くな り、遊びに夢中になる子供

への着用が望まれます。

釣 り場に設置 されている救命ボッ

クスの安全用品の盗難は前年より

少なくなつてきました。

巡回救命箱点検中

その他、ゴミの問題 も解決はされ

ていません、特に釣 り人のゴミ放

置が多く見られます。

今年は、台風の接近もあり漂着

ゴミが大量に波止で見られました。

最近の傾向として、アジングや今

年大阪湾の波止からドラゴン級も

釣れた太刀魚釣 りで、チ ョイ投げ

をする人も多く用曜 日には危険が 捨 てられた小魚
伴 うので注意が必要と実感 しました。

今年最後の釣 り場巡回12月24用には、安全周知の看板が

はずされ放置されているのを見ると残念でなりません。

来年は、この釣 り場の

ゴミが少なくなリライフ

ジャケツ トの着用が多く

なるようにと願います。

(報告 物 部)

外された安全周知看板

匡・ご寄付がありました         垂
雲 10月 高木 文博 様  有 難 うございました   重
田                               | |||                 1棒

|
1第 22回」OFI大阪定期総会のご案内

日  日寺  平 成30年 3月25日 (日 曜 日)

13時30分～15時30分

場 所  ヒ ューマンアカデ ミー

大阪心斎橋校

大阪市中央区南船場 4-3-2

私の釣 り今昔

昨年2017年は年末に釣 り具をメーンに手入れをしょうと思つたものの、いざ竿をや りだすとなかなか進みませ
ん。特に自分が中学生当時に作った2間 の黒竹の竿は、淀川河同で20センチ超えるハゼを釣 り、利身で食べたの

は美味 しかったとか !! マ ブナ ・モロコ等の魚は母親が腋とうろこを取 り素焼きにして軒先に千 し、大豆と昆

布と一緒に番茶でじつくり煮、最後に砂糖と醤油で味付けした 「じゃこ可」を正月二が日食べたことを思い出す。

夏休みには早朝4時頃に起き淀川へ、川原でヨシやマヨモの葉の先端に作ったクモの巣の中にいるクモを捕まえ

オイカワを一匹釣る、その一匹を釣り座の横に叩きつけ、しばらく置くと銀バエがたかってくる、ハエを手でキャッ

チしそれをエサとして20～30匹程度釣 り帰 り、その晩は天ポらで頂く、もつぱら私の釣 りはおかず釣 りでした。

フィッシュイータの私はまだまだ ! 父 親が9m程 のボラの掛け竿で1～2月のシーズンには、

ボラを掛け、他のシーズンにはハネ、チヌ他根魚等を釣り、サシミ・アライ塩焼き、煮付け

と大漁の時等は連 口魚のオンパレー ド、昨年1月のネットラジオでお話 ししましたが、海、

川、池、湖で釣つた魚種は110以上食べた魚は70種を超えると思います。食べた魚の話に終

始しましたが、又、機会がありましたら一番思い入れの有る、使わないのに大事にしている

年の話もさせて頂きたいと思います。 (南 大阪支部 辻  哲 男)

堪 や 、
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